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	裏表紙
	令和7年度の活動予定
	保護者・教員の皆様へ
	後援
	お問合せ

	　　　理系を目指す女子と 次世代ファシリテータ育成のための
	広島大学
	フェニックス

	ものづくりプログラム

	「一人では難しかった」から 　　　　　　「みんなでできた！」へ
	親鳥 (＝理系教員) を目指す 若鳥 (＝学生メンター) が、 ひな鳥 (＝女子中学生・高校生) に寄り添いながら、 理系分野の面白さを伝えていきます！
	セミナー
	探究活動
	講演会
	若鳥に成長！
	親鳥に成長！
	より多くのひな鳥を理系分野へ！！
	女子中学生・高校生向けのプログラムです。
	●理系が好き！ ●理系が苦手．．．でもちょっと気になる！ ●友達となら．．．参加できそう！ ●探究活動．．．どうやったらいいのかな？
	などなど．．．、少しでも「やってみたい！」「興味あるかも！」と思ったら、ぜひ参加してみてください。
	「一人じゃ不安．．．」でも大丈夫。活動時は、教員を目指す大学生（女子大学生が中心）がメンターとしてサポートします。
	仲間と一緒に作って、考えて、発見して、「できた！」の喜びを分かち合おう！


	活動内容
	セミナー
	このプログラムでは、理系の知識や技術の広がりや、さまざまなかたちで社会とつながる「理系の世界」を体験することができます。 「理系」というと難しそうに聞こえるかもしれませんが、  実は、みなさんの身の回りの「好きなこと」や「興味のあること」と、意外なところで関わっていることもあります。 この活動を通じて、そんな『理系とのつながり』に気づいたり、  「こんな分野もあるんだ」「自分にもできるかも」と感じられるような機会になればうれしいです。 私たち広島大学のスタッフも、みなさんと一緒に考え、学びながら、  それぞれに合った理系の可能性を見つけていく時間にしたいと考えています。

	探究活動
	講演会



